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今庄児童館で行った「新年百人一首かるた大会」に参加した子ども達と地域の方々です。

この広報紙は共同募金の配分金を受けています。
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南
越
前
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
福
祉
活
動
助

成
団
体
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
】・
町
内
で
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
、

又
は
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　
　

・
小
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
推
進
し
て

い
る
自
治
会

【
助
成
金
額
】　
原
則
と
し
て
１
団
体
あ
た
り
５
万
円
ま
で

【
募
集
期
間
】　
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）
ま
で

　

共
同
募
金
活
動
の
企
画
、
実
施
、
啓
発
、
配
分
調
整
、

助
成
審
査
等
に
つ
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
運
営
委
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

【
募
集
人
数
】　
１
名

【
任
　
　
期
】　
平
成
28
年
４
月
１
日
～平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で

【
応
募
方
法
】　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
と
、
応
募
動

機
を
記
入
し
、
南
越
前
町
共
同
募
金
委
員
会

事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。）

【
募
集
期
限
】　
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

◎
問
合
せ
先

南
越
前
町
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

南
条
事
務
所　
南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

４
７
―
３
７
６
７

今
庄
事
務
所　
今
庄
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
４
５
―
１
１
７
５

河
野
事
務
所　
河
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

４
８
―
２
２
６
０

平
成
29
年
度
福
祉
活
動
助
成
団
体
募
集

共
同
募
金
委
員
会
運
営
委
員
募
集

赤い羽根共同募金実績
戸 別 募 金 2,610,036円

街 頭 募 金 24,398円

職 域 募 金 121,242円

法 人 募 金 327,500円

自販機募金 33,295円 歳末たすけあい募金実績
学 校 募 金 62,813円 戸 別 募 金 888,269円 共同募金運動期間中、区長様をはじめ、婦人福祉協議会、

ひまわり会、身体障害者連合会、母子寡婦福祉会、手話
サークル「れんげ」、はす工房「花里音」の皆様にはお忙
しい中、ご協力をいただき誠にありがとうございました。

窓 口 募 金 8,436円 個人・団体等 392,034円

合　　　計 3,187,720円 合 　 　 計 1,280,303円

募金は、福井県共同募金委員会へ全額送金いたしました。

　平成27年度の共同募金運動も町民の皆様、各事業所の皆様のご協力を得て、今年も
大きな成果を上げることができました。
　なお、赤い羽根共同募金は、募金実績から福井県共同募金会で示される目標額を差し
引いた金額が翌年度に本町共同募金委員会へ助成されます。一方、歳末たすけあい募金
は、募金実績額の全額が当年度に本町共同募金委員会へ助成され、いずれも地域の福祉
活動を支える貴重な財源として充当されています。

共同募金助成金でこのような事業を行っています

高齢者福祉事業

・会食サービス事業
・高齢者料理教室事業
・地域ふれあいサロン事業

障がい者（児）福祉活動事業

・身体障がい者のつどい

児童・青少年福祉事業

・一人親家庭中学卒業者激励事業

母子・父子福祉活動事業

・一人親家庭のつどい
・母子寡婦のつどい

福祉教育・援助事業

・福祉団体スポーツ大会
・地域福祉推進校事業
・広報紙発行

ボランティア育成事業

・ボランティア育成講習会
・配食サービスボランティア
・ボランティア情報紙発行

歳末たすけあい助成金事業

・一人暮らし高齢者激励訪問事業
・一人暮らし高齢者年賀状発送事業
・生活困窮者緊急支援事業
・重度身体障がい者一日温泉療養事業
・花里音・ひまわり会交流会
・在宅介護者のつどい
・ひまわり会親子交流会
・身体障がい者寝具洗濯サービス事業

平成27年度  赤い羽根共同募金・
歳末たすけあい募金の結果報告
平成27年度  赤い羽根共同募金・
歳末たすけあい募金の結果報告

緊急災害援護配分金事業

・災害時見舞金支給事業
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各種相談のご案内

●無料法律相談（13時～16時）

平成28年３月 8日（火） 今庄福祉センター

４月12日（火） 河野保健福祉センター

５月10日（火） 南条保健福祉センター

※事前予約が必要です。

●婦人福祉協議会による結婚相談
（13時～15時）

※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

南条保健福祉センター 第 1、第 3 水曜日・
第 2 日曜日

昭和会館（今庄地区） 第 1、第 3 木曜日・
第 2 日曜日

河野総合事務所 第１、第３木曜日

「
百
人
一
首
あ
そ
び
」

　
南
条
児
童
館
で
は
、
昔
な
が
ら
の

百
人
一
首
を
広
げ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
読
み
手
の
声
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、

１
人
、
２
人
と
取
り
手
が
増
え
、
百

人
一
首
を
囲
う
よ
う
に
子
ど
も
達
の

大
き
な
輪
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
児
童
館
活
動
を
通
し
て
築

き
上
げ
ら
れ
る
、
子
ど
も
達
の
「
友

達
の
輪
」
を
大
切
に
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
新
年
か
る
た
会
」

　
お
正
月
明
け
の
冬
休
み
に
、
地
域

の
方
を
招
い
て
百
人
一
首
か
る
た
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
暗
記
し
て
い
る
札

や
好
き
な
絵
柄
の
札
を
取
ろ
う
と
耳

を
澄
ま
し
、
真
剣
な
表
情
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
正
月
遊
び
の
二
人
羽

織
で
お
や
つ
を
食
べ
る
こ
と
に
挑
戦

し
、
う
ま
く
口
に
入
ら
な
い
姿
に
皆

で
大
笑
い
し
、
最
後
に
は
美
味
し
く

お
雑
煮
を
食
べ
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

「
年
末
お
楽
し
み
会
」

　
湯
尾
地
区
老
人
会
の
方
々
と
一
緒

に
、
こ
も
編
み
体
験
と
餅
つ
き
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
も
編
み
は
毎
年
行
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
達
は
慣
れ
た
手

つ
き
で
藁
を
編
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
杵
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き

は
、
初
め
て
経
験
す
る
子
ど
も
も
多

く
、
興
味
津
々
で
し
た
。
つ
き
た
て

の
餅
を
食
べ
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る

お
餅
よ
り
美
味
し
い
！
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ポ
ン
ポ
ン
マ
ス
コ
ッ
ト
を

作
っ
た
よ
」

　
毛
糸
で
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
う
さ
ぎ
や
様
々
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
器
用
に
作
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。「
家
に
飾
る
」、「
お
母

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
、
子
ど
も
達
は
思
い

思
い
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
出
来
栄
え
に

大
満
足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

　
健
康
運
動
指
導
士
の
先
生
を
お
招

き
し
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
き
な
タ
オ
ル
の
下
を
ト
ン
ネ
ル

に
見
立
て
、
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
が

一
緒
に
潜
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
少
し

の
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
楽
し
め

る
遊
び
を
先
生
か
ら
た
く
さ
ん
教
わ

り
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

●今庄児童館 ●

●湯尾児童館 ●

●南条児童館 ●

●河野子育て支援センター ● ●河野児童館 ●
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ふ
く
し

事
予
定

行

●
南
条
本
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
３
月
８
日（
火
）
Vr.
コ
ス
モ
ス

会
食
サ
ー
ビ
ス

　
３
月
23
日（
水
）
Vr.
母
子
寡
婦
福
祉
会

Vr.
ど
ん
ぶ
し
ク
ラ
ブ

●
今
庄
支
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
３
月
24
日（
木
）
Vr.
個
人

　
４
月
26
日（
火
）
Vr.
個
人

　
５
月
26
日（
木
）
Vr.
個
人

高
齢
者
料
理
教
室

　
４
月
20
日（
水
）
Vr.
婦
人
福
祉
協
議
会

　
５
月
19
日（
木
）
Vr.
民
生
児
童
委
員
協
議
会

●
河
野
支
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
３
月
11
日（
金
）
Vr.
赤
十
字
奉
仕
団

　
４
月
８
日（
金
）
Vr.
赤
十
字
奉
仕
団

　
５
月
９
日（
月
）
Vr.
赤
十
字
奉
仕
団

高
齢
者
料
理
教
室

　
４
月
22
日（
金
）

　
５
月
24
日（
火
）

善
意
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
は
降
雪
日
が
少
な
く
、「
雪
が

な
い
と
楽
や
、
で
も
何
か
寂
し
い
の
」

と
、
皆
様
の
お
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
し

た
。

　

先
日
、
新
聞
に
２
０
１
５
年
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
世
帯
数

は
増
え
て
い
る
も
の
の
一
世
帯
当
た
り

の
人
員
が
２・
８
２
人
で
過
去
最
少
を

更
新
し
、
核
家
族
化
の
進
展
を
裏
付
け

る
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

核
家
族
は
家
庭
内
の
自
由
も
利
き
、

一
見
“
楽
”
に
感
じ
ま
す
が
、
同
世
帯

の
家
族
が
少
な
い
こ
と
は
、“
何
か
寂

し
い
”
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

家
族
や
地
域
の
在
り
方
を
考
え
る
こ

と
は
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
よ
り

一
層
業
務
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
米
野
）

編

集

後

記

平成28年2月25日（4）

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
探
訪

　
平
成
27
年
11
月
20
日
か
ら
平
成
28
年
２
月
19

日
ま
で
に
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
の
趣
旨
に
添
い
、
有
効
に
運
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

　
南
条
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会　
様

　
匿
名	

２
件

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
】

　
匿
名	

１
件

河
野
地
区
　
大
谷
区

　
大
谷
区
の
サ
ロ
ン
で
は
、
最
初
に
ラ
ジ

オ
体
操
第
１
・
第
２
を
行
っ
て
、
参
加
者

の
健
康
づ
く
り
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
福
井

県
健
康
管
理
協
会
の

講
師
を
お
招
き
し
、

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

教
わ
り
ま
し
た
。
足

裏
を
刺
激
す
る
と
体

の
全
身
が
ぽ
か
ぽ
か

と
温
か
く
な
り
、
大

変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
年
に
複
数

回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

実
施
し
、
元
気
に
明

る
く
楽
し
い
サ
ロ
ン

を
開
い
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
援
助
を
必
要

と
す
る
人
を
含
め
た
、“
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
”
仕
組
み

づ
く
り
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
援
助
を
必
要
と
す
る
人
へ
関
係

者
や
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
を
行
い
、

援
助
を
必
要
と
す
る
人
を
支
え
ま
す
。
ま

た
、
支
援
者
の
横
の
繋
が
り
を
つ
く
り
、

地
域
全
体
で
の
助
け
合
い
を
進
め
ま
す
。

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
目
指
し
て

送迎車両が
　 新しくなりました
送迎車両が
　 新しくなりました
　日本財団の助成を受け、河野デイサービ
スセンターに車両を整備しました。
　これまで以上にデイサー
ビス利用者様が送迎
時、快適に過ごし
いただけるよう、
大切に使用いたし
ます。

社協のPR地域見守りネットワーク地域見守りネットワーク

地域で援助が必要な人

※矢印は見守り活動や相談、訪問、保健、福祉サービスを示します。

〔イメージ図〕

地域包括
支援センター

民生委員
児童委員

行政機関

地域住民

ボランティア

福祉活動団体
介護保険事業


